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建一

第
二
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
が

六
月
十

一
日
に
招
集
さ
れ
た
。

会
期
を
二
十
二
日
ま

で
の
十
二

日
間
と
決
定
し
た
後
、

直
ち

に
議

案
の
審
議
に
入

っ
た
。

ま
ず
最
初
に
、

平
成
三
年
度
小

浜
市

一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費

の
報
告
外
五
件

の
報
告

が
な
さ
れ

，、た
。次

い
で
、

専
決
処
分

に

つ
き
承

認
を
求
め
る
承
認
条
件

四
件
が
提

案
、

い
ず
れ
も
全
条
件
を
原
案
ど

お
り
認
定
し
た
。

続

い
て
、

平
成
四
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）

外
十
二
件

の
議
案
が
上
程
、

提
案

理
由

の
説
明
、

質
疑
を
経
て
、

そ

れ
ぞ
れ
の
議
案
を
常
任
委
員
会

に

付
託
。

十
二
日
か
ら
十
四
日
ま

で
を
休

会
と
し
、

十
五
日
本
会
議
が
再
開

さ
れ
た
。

十
五
、

十
六
日
の
両
日
に
わ
た

り

一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、

八
人

の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
な

っ
た
。

（
一
般
質
問
、答

弁
の
要
旨
は
別
紙
）

十
七
日
か
ら
二
十

一
日
ま

で
は

休
会
と
な
り
、

二
十
二
日
本
会
議

が
再
開
さ
れ
た
。

最
終
日
の
二
十
二
日
は
、

閉
会

中
の
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
た
請

願
並
び
に
陳
情

一
件
ず

つ
が
提
出

者
よ
り
取
り
下
げ
の
申

し
出
が
あ

り
、

こ
れ
が
撤
回

に

つ
い
て
許

可

を
し
た
。

続

い
て
、

各
常
任
委

員
長

よ
り

報
告

が
あ
り
、

委
員
長
報

告

に
対

す
る
質
疑
、

討
論
を
経

て
、

全

議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

次
に
、

二
件

の
意
見
書
案
を
可

決
、

政
府
関
係
機
関

へ
提
出
し
た
。

続

い
て
、

監
査
委
員
、

議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
欠
員
に
伴
う
人

事
が
行
な
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ

の
委

員
を
選
出
し
た
。

次
に
、

議
長
欠
員
に
伴
う
議
長

選
挙
が
行
な
わ
れ
、

第
三
十

一
代

立

サ

湾
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
新
鉄
道

の
建

設
、

小
浜
―
上
中
バ
イ
パ
ス
の
早

期
開
通
、

下
水
道
事
業

の
拡
大
、

長
寿
健
康
ふ
る
里
公
園

（体
育
施

設
）
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設

等

々
多
く
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
か

か
え
て
そ
の
事
業
推
進
に
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
立
大

学
、

市
街
地
再
開
発
事
業

の
成
功

へ
の
使
命
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、

急
速
に
高
齢
化

に
向
か

う
本
市

の
現
状
は
福
祉
対
策

に
大

き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に

市
政
二
十

一
世
紀
に
向
け
、

白

い

キ
ャ
ン
バ
ス
に
絵
筆
で
描
く
、

重

要
な
る
時
期
と
受
け
と
め
て
お
り

ま
す
。

議
会
も
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
活
動

の
中
で
特
性
を
生
か
し
市
政
に
最

善

の
努
力
を
結
集
し
て
ま

い
り
ま

す
。
こ
の
時
に
世
に
進
む
政
治

ヘ

の
無
関
心

（選
挙
離
れ
等
）
が
、

今

小
浜
に
と
り
ま
し
て
最
も
危
倶
す

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

厳
し
い
ご
指
導
を
お
願

い
申
し

上
げ
ま
す
。

高
速
交
通
網
の
整
備
に
最
善
の
努
力
を

長議△一議市浜小

私
た
ち
は
去
る
六
月

の
市
議
会

定
例
会

に
お
き
ま
し
て
、

議
長
、

副
議
長
に
選
任
を

い
た
だ
き
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ひ
と
え
に
議
員
各
位
、

市

民
皆
様

の
暖
か

い
御
支
援

の
お
蔭

と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

も
と
よ
り
未
熟

の
身

で
ご
ざ

い

ま
す
が
、

市
政
執
行

の
責
任
あ
る

市
当
局
側
と
議
決
権
限
を
も
ち
ま

す
議
会
側
と
の
そ
れ
ぞ
れ

の
権
限

を
尊
重
し
合

い
、

協
力
し
て
市
民

福
祉
の
向
上
を
第

一
と
し
ま
し
て
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
た

い
と

存
じ
ま
す
。

世
界
の
動
き
は
今
ま
さ
に
大
き

く
変
わ

っ
て
ゆ
き
ま
す
。

人
類
が

如
何
に
平
和
を
追
求
す
る
か

の
世

議

ロー

市

川

厳

宮

界
で
あ
り
ま
す
。

巨
大

ソ
連
邦
が

ロ
シ
ア
に
、

中
国
、

韓
国
の
国
交

樹
立
も
世
界
平
和
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

経
済
大
国
と
云
わ
れ
る
我
が
国

も
そ
の
生
活
満
足
度
に
お
い
て
は
、

欧
米
諸
国

の
よ
う
に
社
会

（環
境
）

資
本
に
お

い
て
ま
だ
ま
だ
そ

の
域

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

道
路
整
備
、

水
洗
化
、

建
築
物
、

電
線

の
埋
設
等
、

回
土
の
均
衡
あ

る
発
展
を
強
く
要
望
し
て
ま

い
り

た
い
と
思

い
ま
す
。

県
土

の
均
衡

も
し
か
り
で
あ
り
ま
す
。

本
市

の
発
展
は
高
速
交
通
網

の

整
備
が
第

一
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
、

今
百
年

の
夢
が
叶
う
か
、

琵
琶
湖

・
若
狭

議
長
に
村
上

一
司
議
員
を
選
出
。

続

い
て
、

副
議
長
欠
員
に
伴
う

副
議
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
、

第
三

十
六
代
副
議
長
に
宮
川
建

一
議
員

を
選
出
し
た
。

最
後
に
、

任
期
満
了
に
伴
う
人

権
擁
護
委
員
の
人
事
条
件
が
提
案

さ
れ
、

全
会

一
致
を
も

っ
て
同
意
、

定
例
会
が
閉
会
さ
れ
た
。
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Ｑ
近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
に
つ
い
て
、

市
区
域
内
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、

最
近
航
空
写
真
に
よ
る
調
査
が
な

さ
れ
た
や
に
灰
聞
を
す
る
が
、

予

想
さ
れ
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
伺

い

た
い
ｏ

岡
津
地
係
に
計
画
さ
れ
て
い
る

仮
イ
ン
タ
ー
を
第
ニ
セ
ク
タ
ー
方

式
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
構
想
、

計
画
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る

の
か
ｏ

ル
ー
ト
に
つ
い
て
、

今
こ
こ
で

明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

岡
津
ま
で
や
っ
て
ま
い
り
勢
に
入

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

南
川
を
渡
り
、

ア
ク
セ
ス
の
関

係
等
を
考
え
る
と
市
衛
地
か
ら
遠

い
所
で
は
単
に
通
過
だ
け
の
道
路

に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、

あ
れ
こ

れ
考
え
て
み
る
と
今
富
、

国
富
あ

た
り
の
穀
倉
地
帯
を
抜
け
て
ま

い

り
、
ト
ン
ネ
ル
で
も

っ
て
宮
川
を

出
て
上
中

へ
行
く
コ
ー
ス
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

当
該
イ
ン
タ
ー
チ

エ
ン
ジ
に
つ

い
て
は
福
井
県
総
合
保
養
地
整
備

事
業
制
度
を
活
用
し
た
民
間
活
力

導
入
適
地
調
査
費
を
計
上
し
て
、

岡
津
、

鯉
川
付
近
で
の
開
発
可
能

性
を
探
る
と
と
も
に
、

将
来
的
に

は
民
間
活
力
導
入
の
呼
び
水
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
調
査
を
進
め

さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
は
、

今
も

さ
ま
ざ
ま
な
形
と
な

っ
て
全
国
津

密
浦
々
に
生
き
て
い
る
。

小
浜
市
も
ふ
る
さ
と
創
生

ア
イ

デ
ア
を
募
集
、

金
賞
の
小
浜
公
園
、

日
本

一
の
花
時
計
案
等
が
発
表
さ

れ
、
自
来
今
日
を
迎
え
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、

近

い
将
来
予
想
さ
れ

る
ふ
る
さ
と
創
生
の
完
成
ま
で
を

日
程
を
追

っ
て
明
ら
か
に
し
て

い

た
だ
き
た
い
ｏ

ふ
る
さ
と
創
生
の
趣
旨
に
沿

っ

た
特
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
永
続

的
な
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
る
た

め
平
成
元
年
に
市
民
か
ら
ア
イ
デ

ア
を
募
集
。

ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
平
成
二
年

か
ら
十

一
年
ま
で
の
十
力
年
で
総

事
業
費
十

一
億
六
千
万
円
の
あ
る

さ
と
創
生
計
画
を
樹
立
し
て
ま

い

り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
創
生
計
画
は
海

の
ゾ

ー
ン
、

緑
と
森
の
ゾ
ー
ン
、

歴
史

の
ゾ
ー
ン
、

サ
イ
ン
計
画
、

地
域

活
動
の
五
つ
の
大
き
な
分
野
に
分

け
、

全
体
で
十
三
の
事
業

で
構
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

金
賞
の

「
メ
ル
ヘ
ン
チ

ッ
ク
古

都
お
ば
ま
」
小
浜
花
時
計

ア
ン
ド

噴
水
に
つ
い
て
は
施
工
性
、

維
持

管
理
面
に
お
け
る
経
済
性
等

の
問

題
か
ら
コ
ン
ペ
を
実
施
。

コ
ン
ペ
の
実
施
段
階
で
、

花
時

計
と
噴
水
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
噴
水

時
計
と
し
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

噴
水
時
計
の
建
設
計
画
は
、

平

成
三
年
度
に
お
い
て
建
設
予
定
地

の
小
浜
ロ
ッ
ゃヱ
刺
の
漁
業
補
償
を

既
に
行
な
い
、

県
に
対
し
て
も
現

在
海
岸
環
境
整
備
事
業
に
よ
る
導

流
堤
、

段
階
工
等
用
地
造
成

の
諸

工
事
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
段
階

工
の
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、

用
地
造
成
後
、

次
の
事
業
に

着
手
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
か
ゆ
み
で
体
を
か
き
む
じ
る
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、

花
粉
症
で
気

管
支
ぜ
ん
そ
く
の
苦
し
さ
を
、

食

物
や
環
境
汚
染
等
が
原
因
と
言
わ

れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
病
患
が
、　
こ
こ

十
年
間
に
増
え
て
い
る
こ
と
は
多

く
の
人
が
実
感
を
し
て
い
る
。

子
の
体
の
お
か
し
さ
ワ
ー
ス
ト

５
を
全
国
の
養
護
教
諭
の
調
査
で

は
ア
レ
ル
ギ
ー
が
七
十
八
年
当
時

の
四
位
か
ら
九
十
年
調
査
で
は

一

位
に
上
昇
し
た
。

さ
ら
に
、

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

あ
る
国
民
は
、

こ
れ
ま
で
三
割
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、

三
割
が
症
状

を
訴
え
て
い
る
こ
と
が
厚
生
省
の

全
国
調
査
で
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
第

一
は
行
政
に
よ
る
本
格
的
な
実
態

調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
伺

い
た
い
ｏ

ア
ト
ピ
ー
と
い
う
病
名
は
同
じ

で
も
湿
疹
の
性
格
が
違
う
事
、

個

人
個
人
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
も
違
う
事

さ
ら
に
ア
ト
ピ
ー
に
対
し
て
、　

い

ま
だ
に
小
児
科
、

皮
膚
科

の
医
師

間
で
も
考
え
方
や
治
療
方
法

の
意

見
が
違
う
事
な
ど
か
ら

一
律
に
指

導
す
る
困
難
な
面
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、

主
治
医

の
指
示

に
よ
り
個
人
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
見

つ
け
て
対
処
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

予
防
、

啓
発
策
と
し
て
は

一
般

的
に
ダ

エ
の
少
な
い
生
活
環
境
、

二
つ
目
に
は
加
工
食
品

の
少
な

い

食
生
活
を
す
る
、

三
つ
目
に
は
元

気
に
遊
ば
せ
る
の
三
点
を
健
康
相

談
等
で
啓
蒙
を
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

Ｑ
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、

昭
和
五
十
八
年
か
ら
平
成

二
十

二

年
ま
で
二
十
八
年
間
の
長
期
整
備

計
画
に
お
い
て
、

処
理
区
域
面
積

六
八
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
事
業
推

進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

平
成
三
年
三
月
に
第

一
期
整
備

計
画
の

一
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ

い
て
供
用
が
開
始
ｏ
平
成

二
年
度

か
ら
七
年
度
完
成
の
目
標
で
第
二

期
工
事
、

処
理
区
域
面
積
が

一
二

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
か
か
っ
て
い
る
。

今
後
の
三
期
、

四
期
工
事
を
含

め
、
こ
れ
か
ら
の
全
体
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
願
い
た
い
ｏ

公
共
下
水
道
事
業
は
、

昭
和
五

十
五
年
三
月
に
基
本
計
画
を
策
定
。

全
体
計
画
で
、

整
備
面
積
六
人

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
、

北
部

は

一
四
人

ヘ
ク
タ
ー
ル

（雲
浜
、

西
津
、

国
富
地
区
の

一
部
、

九
山
、

江
古
川
を
含
む
Ｘ
東
部
は
面
積
三

〇
九

ヘ
ク
サ
ー
ル
で
今
富
、

遠
敷

地
区
で
、

全
体
計
画
事
業
費
は
三

六
〇
億
円
、

完
成
年
度
は
平
成
二

十
二
年
度
を
目
標
に
設
定
し
て
お

り
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
二
月
に
第

一
期

区
域

一
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
下
水

道
法
に
基
づ
く
事
業
認
可
を
受
け

建
設
工
事
に
着
手
を
し
て
八
年
後

の
平
成
二
年
度
に
第

一
期
区
間
が

完
成
、

平
成
三
年
二
月
三
十
日
に

供
用
開
始
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
問
、

平
成
元
年
十
二
月
に

第
二
期
区
域
と
し
て

一
二
〇

ヘ
ク

タ
ー
ル
を
区
域
拡
張
、

事
業
認
可

を
受
け
、

南
川
以
西
に
つ
い
て
平

成
二
年
度
か
ら
七
年
度
ま
で
の
六

カ
年
の
施
工
年
次
で
計
画
し
、

現

在
工
事
中
で
す
。

第

一
期
区
域
で
は
、

管
渠
二
万

三
千
メ
ー
ト
ル
余
り
を
布
設
し
、

こ
れ
に
要
し
た
費
用
は
三
十
二
億

で
、

処
理
場
は
用
地
取
得
と
水
処

理
棟
、

汚
泥
棟
の
建
設
、

場
内
整

備
等
を
施
工
し
、

処
理
能
力

一
日

最
大
六
五
五
〇
辞
を
も
っ
て
、

用

し
た
事
業
費
は
約
二
十
五
億
円
で

す
。二

期
区
域
で
は
、

管
渠
二
万
三

千
メ
ー
ト
ル
余
り
を
整
備
、

計
画

事
業
を
約
三
十

一
億
円
で
、

処
理

場
は
沈
砂
地
の
建
設
、

水
処
理
棟

の
増
設
な
ど
計
画
事
業
費
約
十
四

億
円
で
す
。

Ｑ
市
長
公
約
に
つ
い
て

①
小
浜
小
学
校
の
移
転
改
築
計
画

に
つ
い
て

小
浜
小
学
校
の
環
境
を
考
え
る
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会
の
校
地
選
定
委
員
会
で
は
、

第

一
の
候
補
地
と
し
て
海
望
山
、

第

二
の
候
補
地
と
し
て
川
崎
と
決

め

て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
莫
大
な
経
費
が
か
か
り
、

ま
た
小
浜
市
の
持

っ
て

い
る
開
発

計
画
と
重
複
す
る
よ
う
で
あ
る
の

で
、

早
急
に
方
向
を
定
め
る
べ
き

で
あ
る
と
思
う
の
で
、

考
え
を
聞

き
た

い
ｏ

②
福
祉
ゾ

ー
ン
は

い
つ
始
動
す
る

の
か
ｏ

若
狭
福
社
会
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、

平
成
六
年
四
月
開
所
と
な

っ
て

い

る
が
、

可
能
な
の
か
ど
う
か
ｏ

小
浜
小
学
校

の
改
築

に

つ
い
て

は
、

現
在
地
を
拡
張
す
る
の
か
、

他
に
場
所
を
求
め
る
の
か
、

非
常

に
難
し
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。

小
浜
小
学
校

の
教
育
環
境
を
考

え
る
会

の
皆
さ
ん
と
協
議
を
さ
せ

て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、

校
地
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
現

校

の
耐
用
年
数
も
、

ま
だ
相
当
残

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、

ウ
オ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン

ト
リ
サ
ー
チ
の
調
査
結
果
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
、

校
地

の
選
定
を

考
え
る
会

の
皆
様
と
も
ど
も
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た

い
所

存
で
す
。

若
狭
福
社
会

の
施
設
建
設
計
画

に
つ
い
て
は
、

当
初

の
変
更
も
あ

っ
た
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、

県

の
方

に
お

い

て
も
建
設
計
画
、

そ
の
他
書
類
が

で
き
て
く
る
の
を
待

っ
て
い
る
よ

う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
本
年
採
択
し
て
い

た
だ
く
に
は
な
か
な
か
む
ず
か
し

い
要
素
も
残
し
て
い
る
よ
う

で
ご

ざ

い
ま
す
が
、

我
々
も
、

ま
た
で

き
る
だ
け
の
支
援
は
し
て
ま

い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
学
校
週
五
日
制
に

つ
い
て
で
あ

る
が
、

今
日
、

我
が
国
に
お

い
て

は
経
済
的
に
豊
か
な
社
会
を
形
成

し
情
報
化

、

国
際
化

、
高
齢
化
、

価
値
観
の
多
様
化
と
社
会

の
変
化

が
著
し
く
進
み
、

今
後
も
ま
す
ま

す
拡
大
、

加
速
す
る
こ
と
が
目
に

見
え
て
い
る
。

子
供
た
ち
も
、

現
在
、

こ
の
よ

う
に
変
化
す
る
社
会
の
中

に
生
活

し
て
お
り
、

激
し
く
変
化
が
予
想

さ
れ
る
社
会
に
生
き
て

い
く

こ
と

が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
ｏ

平
成
元
年
に
改
定
さ
れ
た
新
学

習
指
導
要
領
は
、

心
豊
か
に
、

た

く
ま
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

子
供
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
基
本

的
な
ね
ら

い
と
す
る
。
と
は

っ
き

り
う
た
っ
て
い
る
ｏ

そ
の
た
め
に
学
校

の
み
で
な
く

家
庭
、

地
域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
教

育
機
能
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
が

十
分
発
揮
さ
れ
、

子
供
の
望
ま
し

い
人
間
形
成
を
図
る
大
き
な
課
題

を
前
提
と
し
た
手
段
、

取
り
組
み

と
し
て
学
校
五
日
制

。
家
庭

、
地

域
二
日
制
の
導
入
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、

国
、

県
の
意
向
、

指
導

は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
ｏ

今
年
の
二
月
二
十
三
日
に
学
校

教
育
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
が

な
さ
れ
、

公
立
の
幼
稚
園
、

小

・

中

・
高
並
び
に
盲
学
校

・
聾
学
校

及
び
養
護
学
校
に
お
い
て
平
成
四

年
九
月
か
ら
毎
月
第
二
土
曜
日
を

休
業
日
と
す
る
学
校
週
五
日
制
が

実
施
さ
れ
る
事
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。県

に
お
い
て
は
、

国
の
動
き
と

運
動
す
る
中
で
学
校
週
五
日
制
に

関
す
る
検
討
委
員
会
を
設
け
、

平

成
四
年
二
月
二
十
六
日
付
で
学
校

週
五
日
制
に
関
す
る
報
告
書
を
ま

と
め
、

県
教
育
長
名
で
各
市
町
村

あ
て
に
送
付
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。そ

の
趣
旨
は
、

文
部
省

の
社
会

の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
学
校

運
営
等
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力

会
議
が
ま
と
め
た
審
議
会

の
ま
と

め
と
大
同
小
異
の
内
容
に
な

っ
て

お
り
ま
す
。

各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
具

体
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
望

む
形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、

文
部
省
で
は
新
た
に
平

成
四
年
度
、

五
年
度
の
社
会

の
変

化
に
対
応
し
た
新
し
い
学
校
運
営

等
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
校

の

指
定
を
平
成
四
年
五
月
十
七
日
付

で
通
知
を
し
て
ま
い
つ
た
わ
け
で

す
が
、

全
国
で
六
四
二
校
、

福
井

県
に
お
い
て
人
校
が
指
定
を
さ
れ

ま
し
た
。

本
市

で
は
小
浜
市
立
幼
稚
園
、

小
浜
市
加
斗
小
学
校
が
指
定
を
受

け
平
成
四
年
、

五
年
度

の
二
年
間

で
、

全
国
で
こ
れ
ら
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な

つ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
指
定
協
力
校
は
、

月
二

日
の
試
行
の
実
施
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市

の
意
向
と
導
入
後

の
対
応

に

つ
い
て
で
す
が
、

数
年
前
か
ら
学

校
五
日
制
の
導
入
を
見
通
し
て
ス

ム
ー
ズ
な
意
向
が
で
き
る
よ
う
風

土
づ
く
り
を
し
て
き
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。

対
応

の

一
と
し
て
、

土
曜
日
を

ノ
ー
か
ば
ん
デ
ー
と
す
る
と

い
う

こ
と
で
昭
和
六
十
二
年
度
よ
り
実

施
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
”

対
応
二
と
し
て
集
落
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

上
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

集
落

の
子
供
は
集
落

の
大
人
が

垣
根
を
越
え
て
育
て
よ
う
と

い
う

合
い
言
葉
で
誕
生
を
し
ま
し
た
。

集
落
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
方
は
小
・

中

・
高
校
、

幼
稚
園
、

保
育
国

の

代
表

の
父
兄
さ
ん
に
よ

っ
て
組
織

さ
れ
て
お
り
、

週

一
回
の
話
し
合

い
を
も

つ
、

学
校
五
日
制
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
集
落

Ｐ
Ｔ
Ａ

の
出
番
が
到
来
し
た
と

い
う
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
対
応
に
よ
り
、

加

斗
小
学
校
が
文
部
省

の
学
校

五
日

制
調
査
研
究
協
力
校
と
し
て
去
る

六
月
十
三
日
の
第
二
土
曜
日
を
休

業
日
と
し
て
五
日
制
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
、

加
斗
小
学
校

の
場
に
お

い
て
は
集
落
集
会
所
を
中
心
と
し

た
活
動
が
展
開
を
さ
れ
て
ま

い
り

ま
し
た
。


